
いたの　すがお
2014年10月号

１

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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　９　月　７　日（日）、「第１６回いたの子どもフェ
スティバル」が板野町文化の館で行われまし
た。
　祭りの広場でのミニチュア列車試乗会やさく
らホールでのチアリーディング、ヒーローショー
などが行われました。また、「まめっちゃ」も
登場し、子どもたちと楽しくふれあいました。
　当日の会場はたくさんの家族連れでにぎわ
い、今年も子どもたちの笑顔があふれる楽し
い一日となりました。
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いたの　すがお
2014年10月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　板野町文化の館で開催された「いたの子どもフェスティ
バル」は、今年もたくさんの家族連れで賑わいました。
　歴史文化公園でのミニチュア列車の試乗会や積み木、先
生の指導を受けながら凧を作るコーナー、魚釣りゲーム、
子どもお茶席などのコーナーがあり、子どもたちは楽しい
時間を過ごしていました。
　また、ホールの舞台では、可愛く元気なプチ☆チアリー
ダーやかっこいい保育士ヒーローブレイクが登場し、子ど
もたちとイベントを大いに盛り上げてくれました。

（日）
9 7

化の館で開催された「いたの子どもフェスティ
今年もたくさんの家族連れで賑わいました

9いたの子どもフェスティバル

▲板野ぴょん太スポーツクラブ
　「プチ☆チアリーダー」

▲先生と一緒にオリジナル凧づくり！ ▲どんどん高く積んでいきます

いたの子どもフェスティバル
　板野町
バル」は 今

町文化
は 今

いいいいいいいいいいいいい第16回第16回

▲晴れた空の下で出発進行！！

　板野町健康の館
において、第６９代
横綱白鵬関並びに
宮城野部屋一門の
皆さんを特別ゲス
トにお迎えし、「板
野町子どもふれあ
い交流大会」が開
催されました。
　参加した約３００
人の子どもたちは、子ども相撲で宮城野部屋一門の力士の皆
さんと相撲をとったり、綱引きなどをして交流を図りました。
　また、横綱白鵬関は、カローリングに参加し、子どもたちと
真剣勝負を繰り広げました。

（土）
8 23

▲カローリングで楽しく
交流しました

板野町子どもふれあい交流大会

▲白鵬関から指導
　子ども相撲大会

町制施行　６０周年記念事業



いたの　すがお
2014年10月号

３

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

お問い合わせ　板野町文化の館　☎６７２－５８８８

ところ

文化の館

入場料

無　料

と　き　11月 1 日（土）から 2 日（日）
　　　　午前10時から午後 4 時30分
作　品　写真・俳句・書道・盆栽・手芸・
　　　　洋画・日本画・華道・茶道など
チャリティバザー
お茶席　11月  2 日（日）

　11月 2 日（日）午後 0 時30分より記念式典を行います。
　なお、記念式典出席者には、記念品を用意しています。

文 化 展 芸 能 祭

芸術・文化の秋、実りの秋。
板野町文化協会のみなさんが、板野町町制施行６０周年、文化協会発足３０周年を記念して、

この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
　作品や舞台を通して芸術・文化に触れ、秋のひとときをすごしてみませんか。

芸術・文化の秋、実りの秋。

文化協会発足３０周年記念

板 野 町 文 化 祭
文化協会発足３０周年記念

板 野 町 文 化 祭

と　き　11月 2 日（日）午後 0 時30分開演
舞　台　三味線・詩吟・コーラス・舞踊・
　　　　フラダンス・太極拳・金管バンド・
　　　　チアダンス・バトントワリング・
　　　　町民音頭
　　　　　30周年記念コラボレーション
　　　　　　～躍動と歌と舞～

　お子様連れのご家族や、ウォーキングに初めて挑戦される方が楽しんでご参加いただけるよう
に、当日受付・参加無料の ４ ｋｍコース（まめっちゃコース）をご用意しております。今年は、
町制施行６０周年記念といたしまして、４ ｋｍコース参加者にも金券や豪華景品が当たる抽選会へ

の参加特典がございます。ぜひ、ご参加ください。
　あすたむらんど徳島芝生広場周辺では、徳島スポーツビレッジによるサッカー教室、年齢を問わず誰でも楽しめ
るポールウォーキング、保育士ヒーローブレイクによるヒーロー
ショー、地産地消ブース、徳島ラーメン店などイベントが盛りだ
くさんです。また、特別ステージとして「ONE PIECE チョッパー
マンショー」を行います。お子様が楽しめるのはもちろんのこと、
大人が見ても思わず写真を撮りたくなるようなショーです。2 回
開催、観覧料は無料ですので、ぜひご覧ください。秋の紅葉を
眺めながら、楽しい時間を過ごしましょう。

●お問い合わせ●
あさんウォーキングフェスタ in いたのウォーキング事務局
徳島県板野郡板野町大寺字亀山西１９０
☎672－7040（午前 ９ 時～午後 ５ 時／土・日・祝日を除く）
ＨＰ：asan-walking.com

お子様連れのご家族や ウォーキングに初めて挑戦される方が楽しんでご参加いただけるよう

あさんウォーキングフェスタ inいたのあさんウォーキングフェスタ inいたの開催日

（日）

11
16

町
民
ゴ
ル
フ
大

町
民
ゴ
ル
フ
大
会会

日
　
時

　
十
一
月
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

場
　
所

　
御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
費

　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　（
ビ
ジ
タ
ー
参
加
費
込
み
・

　
　
食
事
代
は
別
途
）

参
加
対
象

　
板
野
町
民
、
町
内
に
関
係
す
る

　
企
業
、
機
関
、
団
体
等

※
表
彰
式
終
了
後
大
抽
選
会
あ
り

　
申
し
込
み
用
紙
は
、
近
藤
商

事
、
板
野
町
商
工
会
、
御
所
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

後
　
援

　
板
野
町
・
板
野
町
教
育
委
員
会
・

　
板
野
町
商
工
会

お
問
い
合
わ
せ

　
事
務
局
　
近
藤

　
☎
六
七
二－

〇
二
〇
三

町制施行　６０周年記念事業



いたの　すがお
2014年10月号

４

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
平
成
二
十
六
年
度
板
野
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
祭

「
し
あ
わ
せ
の
里
ま
つ
り
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
園

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
祭
の
内
容
】

　
当
日
は
屋
内
の
会
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
ま

す
歌
謡
シ
ョ
ー
や
舞
踊
、
ま
た
、
獅
子
舞
な
ど
を
披

露
い
た
し
ま
す
。

　
模
擬
店
で
は
一
品
一
〇
〇
円
券
で
た
こ
焼
き
、
う

ど
ん
な
ど
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
任
意
価
格
に
よ
り
ま
す
手
芸
品
等
の
販

売
も
行
っ
て
お
り
、
最
後
に
は
空
く
じ
無
し
の
豪
華
景
品
も
そ
ろ
え
て
の
抽
選
大
会
を
行
い

ま
す
。
皆
様
こ
ぞ
っ
て
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

　
十
月
二
十
五
日
（
土
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

【
主
な
催
し
】

　（
屋
内
）

　
　
歌
謡
シ
ョ
ー
、舞
踊
他

　
　
抽
選
会
・
空
く
じ
無
し

　
　
　（
一
等
賞
自
転
車
他
）

　（
屋
外
）

　
　
模
擬
店
、
展
示
即
売

お
問
い
合
わ
せ

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
☎
六
七
二－
〇
〇
四
八

しあわせの里まつしあわせの里まつりり
～板野町養護老人ホーム～

　
七
月
二
十
七
日
、
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
で
「
第
八
回
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
大
会
　
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２

０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  こ
の
大
会
に
は
、
日
本
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
、
十
七
カ

国
一
〇
〇
名
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　
板
野
町
か
ら
は
尾
田
浩
江
さ
ん

が
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

町制施行　６０周年記念事業

 十
月
五
日
（
第
一
日
曜
日
）

 十
月
十
二
日
（
第
二
日
曜
日
）

十
月
十
九
日
（
第
三
日
曜
日
）

 十
月
二
十
六
日
（
第
四
日
曜
日
）

大
坂

吹
田

川
端
新
田

西
地
区

古
城

大
寺

岡
ノ
宮

西
中
富

唐
園

中
久
保

古
町

川
端

下
庄

秋
祭
り

　
十
月
は
、
町
内
で
秋
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
豊
作
に
感
謝
し
、
ま
た
獅
子
舞

に
は
、
悪
魔
退
散
を
願
っ
て
奉
納

す
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

祝・優祝・優勝勝
７月２７日

第８回　アジア・オセアニア大会
スポーツチャンバラ
チャンピオンシップ２０１４

町
議
会
メ
モ

　
平
成
二
十
六
年
第
三
回
板
野
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
長
に
山
本
朝
義
氏
が
当
選
さ

れ
、
常
任
委
員
会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
員

等
は
、
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

　◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
。

　
以
降
、
議
席
順
に
掲
載
。

常
任
委
員

議
会
運
営
委
員
会

◎
広
田
　
勝
己
　
○
築
本
　
重
視

　
吉
岡
　
輝
昭
　
　
大
西
　
正
一

　
東
條
　
昭
二

一
部
事
務
組
合
議
員

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員

　
山
本
　
朝
義
　
　
西
川
　
　
有

　板
野
郡
西
部
学
校
給
食
組
合
議
会
議
員

　
山
本
　
朝
義
　
　
吉
岡
　
輝
昭

山本　朝義 氏（６４歳）
西中富字喜多居地６７番地
昭和２５年２月１４日



いたの　すがお
2014年10月号

５

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

平成２５年度板野町における人事行政の運営等の状況について
平成２５年度の板野町の職員の任免状況、勤務状況などの人事行政の運営状況を公表します。
これは、町民の皆様に町職員の任用、給与、服務や勤務条件などをお知らせするものです。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
　⑴　職員数の状況（特別職除く）（平成26.4.1現在）

職員数（H２６.４.１）平成２６年度採用（H２６.４.１付）平成２５年度退職（H２５.４.１～H２６.３.３１）職員数（H２５.４.１）
１４２人７人６人１４１人

　⑵　職員の採用の状況
採　用　数区　　分
７人一般行政職
０人技　能　職

　⑶　退職の状況(平成25.4.1～平成26.3.31)
合　計死亡退職普通退職勧奨退職定年退職区　　分
５人０人０人１人４人一般行政職
１人０人０人０人１人技　能　職

計

６級５級４級３級２級１級区　分
参 事、課
長又は相
当職

課 長、主
幹、課 長
補佐又は
相当職

主 幹、課
長補佐、
主査又は
相当職

主 査、係
長又は相
当職

主事又は
相当職

主 事、主
事補又は
相当職

標準的な
職務内容

１３２人   ２１人   ３９人   １４人   ２３人   １１人   ２４人職員数一般行政職 １００％   １５.９％   ２９.６％   １０.６％   １７.４％    ８.３％   １８.２％構成比
  １０人            ９人     １人     ０人職員数技　能　職 １００％         ９０.０％    １０.０％     ０％構成比

　⑷　部門別職員数の状況（各年４月１日現在　定員管理調査）（教育長含）
前年比Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２部　門区　分

２２２２２議 会

一般行政
部門

２２２２０１８２０１９総務企画
１０１０９８８税 務

△１４１４２４１４１４３民 生
△１８９１０１０１０衛 生
１７６６６５農林水産

９９８７７土 木
１９９９８９４９４９４小　 計
１２７２６２５２５２４教 育特別行政部門

４４３３４水 道

公営企業等
会計部門

△１３４５５５下 水 道
５５５５５介 護
５５５３４そ の 他

△１１７１８１８１８１８小　 計
１１４３１４２１３７１３５１３６合　　　　計

　⑸　級別職員数の状況（平成26.4.1現在）

　
八
月
二
十
日
、
台
風
　１１

号
に
よ
る
大
雨
で
被
害
を

う
け
た
那
賀
町
へ
支
援
を

行
う
た
め
、
役
場
と
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
児
童

委
員
、
職
員
な
ど
二
十
二

名
を
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

　
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
床
下
に

流
れ
込
ん
で
き
た
土
砂
の
か
き
出
し
や
、
水
に
濡
れ

た
家
具
の
搬
出
、
清
掃
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

▲災害支援活動を行
　う災害救援ボラン
　ティアの皆さん

▶

災害救援
ボランティアを
派遣

災害救援
ボランティアアアアアアアををををを
派遣

災害救援
ボランティアを
派遣
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●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

期末手当の支給割合給与月額等区　　　分

６月期　１.４０月分
１２月期　１.５５月分

　　計　２.９５月分

７３８,０００円町　　　　 長

５９０,４００円副　 町　 長

５４６,２００円教　 育　 長

３０８,７００円議　 長

２５７,３００円副　 議　 長

２０５,８００円議　 　 　 員

　⑻　特別職の報酬などの状況 （平成26.4.1現在）

内　　　　　　　容区　分

○配偶者　１３,０００円　　○扶養親族（配偶者以外）　６,５００円
・配偶者がいない場合１人目　１１,０００円
１５歳から２２歳までの者は、１人につき５,０００円加算

扶 養 手 当

○借家の場合
　月額１２,０００円を超える家賃を支払っている職員　　家賃の額に応じ、最高２７,０００円まで

住 居 手 当

○自動車等を使用して通勤する職員
　片道２ｋｍ以上の職員に支給　通勤距離に応じ、月額２,０００円～２０,９００円

通 勤 手 当

○管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
　（平成２０年４月から支給額の定額化）
　　参事及び参事相当職　３８,１００円/月　課長及び課長相当職　３３,４００円/月
　　主幹及び主幹相当職　２７,９００円/月

管 理 職 手 当

○全ての特殊勤務手当を廃止（平成１８年７月１日）特殊勤務手当

○正規の勤務時間を超えて勤務を命じられた場合に支給
　平成２５年度　支給総額　１４,８４４千円　　支給対象職員１人当たりの支給年額　１６６,７８７円

時 間 外 手 当

　⑺　その他職員手当の状況（平成26.4.1現在）

２．職員の給与の状況
　⑴　人件費の状況（普通会計決算見込み額）

人件費率　Ｂ／Ａ人　件　費　Ｂ歳　出　総　額　Ａ区　分
１７.６％１,０８０,０１６千円６,１４６,０４８千円２５年度

　（注）人件費とは特別職の給与、各種委員報酬などを含みます。

　⑵　職員給与費の状況
　　平成２５年度普通会計職員給与費の状況（普通会計当初予算額）

職員１人当たり
給与費 （Ｂ／Ａ）

給　　　　　　　与　　　　　　　費職員数
（Ａ）区　分 計（Ｂ）職員手当給　料

５,６８６千円７１０,８１１千円２２４,３７４千円４８６,４３７千円１２５人２５年度
　（注）職員給与費とは、人件費のうち職員に支給される給料、諸手当などをいいます。

平均年齢平均給料月額
４３.３歳３２０,１００円一般行政職

５３.３歳３１８,８００円技 能 職

　⑶　職員の平均給料月額・平均年齢（平成26.4.1現在）
初　任　給区　　分
  １７２,２００円大学卒

一般行政職
  １４０,１００円高校卒

　⑷　職員の初任給の状況（平成26.4.1現在）

　⑸　職員の経験年数別学歴別平均給料月額の状況（平成26.4.1現在） 　⑹　職員期末・勤勉手当の状況 （単位：月分）

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満区　　分

     ３５４,７００円    ３０３,６００円    ２５３,０００円大学卒
一般行政職

     ３２０,８００円    ２５８,２００円    ２３７,６００円高校卒

計勤勉手当期末手当区　　分
１.９０００.６７５１.２２５６月期

２.０５００.６７５１.３７５１２月期

３.９５０１.３５０２.６０　計
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　⑷　利益の保護の状況（平成２５年度）
有無内　　　　　　容
無職員の給与、勤務条件、その他勤務条件に関する措置の要求
無職員に対する不利益な処分についての不服申し立て

　⑶　公務災害などの発生状況（平成２５年度）
事案の概要発生件数種類

０公務災害
０通勤災害

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
　⑵　福利厚生
　徳島県市町村職員共済組合・徳島県市町村職員互助会に加入し、次のような福利厚
生事業があります。　
徳島県市町村職員共済組合
○短期給付　　病気やけがの治療（公務外）、出産、死亡、休業、災害時の給付
○長期給付　　退職、障害または死亡に対する給付
○福祉事業　　保健、貯金、貸付などの各事業　
徳島県市町村職員互助会
○医療給付事業　医療費、出産祝金、死亡弔慰金など
○福祉厚生　　　保養宿泊施設利用助成、各種研修・教室の開催など

　板野町職員互助会は、職員の慶弔餞別などに対する給付や各種研修事業、研修旅行などを実施しています。運営経費は、会員負担金と町か
らの補助金で賄われ、町の補助金は、研修旅行経費の一部に充当していましたが、平成２４年度以降、町からの補助金は支出されていません。
　会員数は１５６人（平成２６年４月１日現在）です。

　⑷　休暇取得状況（平成２５年度）
育児休業介護休暇病気休暇（３０日超の取得件数）区　　分
３人０人１人２５年度中に新規取得または前年度より継続中の職員数

３．職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況
　⑴　勤務時間の状況（平成26.4.1現在）

休憩時間終了時間開始時間１週間の勤務時間
１２：００～１３：００１７：１５８：３０３８時間４５分

　（注）保育園・幼稚園など本庁以外の勤務場所では、これと異なる勤務形態の場合があります。

　⑵　年次有給休暇の状況（平成25.1.1～平成25.12.31）
一般職員　１人あたり平均取得日数　１２．９日
　　　　　　　　　　　　（消化率　３３．４％）

　⑶　主な休暇などの状況（平成26.4.1現在）
期　　　　　　　　　間種　類

○１歴年毎に２０日とし、２０日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる年次有給休暇
○負傷又は疾病のため療養を要する場合、必要と認められる期間病 気 休 暇
○夏季休暇　７月～９月までの期間内で５日　　○結婚休暇　７日以内
○産前産後休暇　予定日前８週間目にあたる日から分娩の日後８週間目にあたる日までの期間に
おいて、あらかじめ必要と認める期間

○配偶者出産休暇　３日以内　　○忌引休暇　死亡者の区分に応じ、１日から１０日の範囲内
○リフレッシュ（永年勤続）休暇　職員として採用された日から起算して、
　・９年、１９年、２９年、３９年を経過する日の属する年に連続５日
　・１４年、２４年、３４年を経過する年に連続３日

特 別 休 暇
（主なもの）

○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障があ
る者の介護を行う場合、連続する６ヶ月の期間内（無給）介 護 休 暇

○子が３歳に達するまでの期間（無給）育 児 休 業

　⑴　健康診断の実施状況（平成２５年度）
受診者数健康診断の種類

４２職員健康診断

１２１泊２日ドック
人
間
ド
ッ
ク

６４日帰りドック

１７脳 ド ッ ク

９３小　　　　　計

１３５合　 　 計

４．職員の分限及び懲戒処分に関する状況（平成２５年度）
処分理由処分者数処分内容

０免　職
分
限
処
分

０降　任
０休　職
０降　給
０失　職
０免　職

懲
戒
処
分

０停　職
０減　給
０戒　告
０訓告等

５．職員の服務の状況  （平成２５年度）
　職員の営利企業等従事許可の状況

人　数区　　分
１５人統計調査事務に従事

６．職員の研修に関する状況
　研修の実施状況（平成２５年度）

受講者数区　　　分研　修　場　所
８４人能力開発、向上研修徳島県

自治研修センターなど １０人新規採用職員研修
全職員を対象人材育成研修会板野町町民センター

全職員を対象行政教職員人権・部落
問題研修会（年２回）

板野町
文化の館さくらホールなど

職員福利厚生団体への補助金の状況
平成２２年度平成２３年度平成２４年度平成２５年度補助金交付先
５７５,０００円 ６３５,０００円０円０円板野町職員互助会
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　子ども・子育てに関する様々な課題を解決して、子育てしや
すい社会を実現するために、平成２４年８月に「子ども・子育て
支援法」が成立しました。板野町では平成２５年１１月に子ども・
子育て支援に関するアンケート調査を実施しましたが、平成２６
年度中に計画の策定を行い、平成２７年４月から「子ども・子育
て支援新制度」がスタートします。

　就学前の子どもの教育・保育を保障するために「給付制度」が導入されます。給付対象施設の幼稚園、保
育所、小規模保育等の施設が教育・保育を提供するために必要な経費の一部を国・県・市町村が給付費とし
て施設に支払うこととなります。

※町立の幼稚園、保育園は従来どおり町が費用を負担し、運営します。新制度に入らない私立幼稚園は
従来どおり私学助成等を県が行います。

1　給付制度が導入されます。

2　保育の必要性の認定制度が始まります。
⑴　３つの認定区分

◆１号認定：教育標準時間認定・満４歳以上
○お子さんが満４歳以上で、幼稚園で教育を希望される場合
　・（現在、板野東、西、南幼稚園〈※大坂分園は３歳以上〉に通う場合）
　　　⇒園で配布する認定申請書に必要事項を記入し、園に提出
　・（現在町立幼稚園を利用していない場合で、町立幼稚園に入園希望の場合）
　　　⇒町から配布される認定申請書に記入し、入園を希望する幼稚園へ提出

◆２号認定：保育認定・満３歳以上
○お子さんが満３歳以上で、「保育を必要とする事由」に該当し、保育所などでの保育を希望する場合
　・（現在、板野保育園等を利用している場合）　　
　　　⇒園で配布する認定申請書に必要事項を記入し、園に提出
　・（現在、板野保育園等を利用していない場合）
　　　⇒町・園の窓口にある認定申請書に必要事項を記入し、入園を希望する
　　　　板野保育園等、又は、役場住民課へ提出

◆３号認定：保育認定・満３歳未満
○お子さんが満３歳未満で、「保育を必要とする事由」に該当し、保育所などでの保育を希望する場合
　・（現在、わかば、板野保育園等を利用している場合）　　
　　　⇒園で配布する認定申請書に必要事項を記入し、園に提出
　・（現在、板野保育園等を利用していない場合）
　　　⇒町・園の窓口にある認定申請書に必要事項を記入し、町へ提出

※町立幼稚園、町立保育園の場合、認定申請及び入所申込みは同時となります。

認定申請書
入園申込書
認定申請書
入園申込書

認定申請書
就労証明書
等

認定申請書
就労証明書
等

認定申請書
就労証明書
等

認定申請書
就労証明書
等

子ども・子育て
支援新制度が
スタートします。

子ども・子育て
支援新制度が
スタートします。

新制度では、ここが変わります。新制度では、ここが変わります。新制度では、ここが変わります。
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利用できる教育・保育の施設とサービスと子育て支援事業利用できる教育・保育の施設とサービスと子育て支援事業利用できる教育・保育の施設とサービスと子育て支援事業

⑵　保育の必要量に応じた区分

『保育標準時間』利用
○フルタイム勤務（３０時間／週以上）の方が利用できる区分
　利用可能時間は１１時間

『保育短時間』利用
○パートタイム勤務（６４時間／月以上：予定）の方が利用できる区分
　利用可能時間は８時間
※保育の開始、終了時間は、施設により異なります。
※パートタイムの就労時間は、今後変更する場合もあります。

●給付対象施設
利用できる
子ども特　　　色施設名

１号認定
子ども

昼過ぎごろまでの教育
※子育て支援事業として、希望
者には、午後から「預かり保育」
を行います。

様々な遊びを中心とした教育により、小学校
移行の学習の基盤を培うことができる学校幼稚園

２号、３号
認定子ども

朝から夕方までの保育
※園により時間が異なる場合
があります。

就労などのため、家庭で保育のできない保護
者に変わって保育する施設保育所

※地域型保育給付（①小規模保育、②家庭的保育、③居宅訪問型保育、④事業所内保育）については、施設の申請により町が認
可を行います。

（保育料について）
　給付対象施設を利用する場合の保育料等は、所得に応じた負担を基本とし、国が定める水準を上限として町
が設定します。具体的な保育料等については、検討し順次お知らせします。なお、給付対象施設に移行しない
私立幼稚園等については、今までと変わらず、施設が定める保育料等となります。

●子ども・子育て支援事業
　保育が必要な子どものいる家庭だけでなく、「全ての子育て家庭」を対象に、ニーズに応じた多様な子育て
支援を拡充していきます。

子ども・子育て支援事業（現在行っている事業及び今後行う予定の事業）
地域子育て支援拠点事業ファミサポ事業時間外保育事業
補足給付を行う事業妊婦健康診査事業子育て短期支援事業
利用者支援事業乳児家庭全戸訪問事業一時預かり事業
放課後児童健全育成事業養育支援訪問事業病児・病後児保育事業

※児童館事業や中学生までの医療費無料化事業、給食センターによる町立小・中学校・幼稚園への温かい給食を
提供（半額補助）なども併せて行います。

●お問い合わせ●
役場住民課　☎６７２－５９８４
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

日
時
：
十
月
二
十
五
日
（
土
）

　
　
　
午
前
十
時
よ
り

　
　
　
　（
雨
天
時
は
二
十
六
日
）

　
中
止
の
場
合
は
、
午
前
八
時
に

決
定
し
、板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
：
徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ

ル
駐
車
場
横
の
畑
（
当
日
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
旗
が
目
印
で
す
）

　
※
駐
車
場
は
近
隣
の
有
料
駐
車

　
　
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
：
先
着
一
五
〇
組
の
ご

家
族（
板
野
郡
内
で
子
育
て
中（
小

学
生
ま
で
）の
フ
ァ
ミ
リ
ー
対
象
）

参
加
費
：
無
料

申
込
期
間
：
十
月
七
日
（
火
）
～

　
十
月
十
日
（
金
）

　
九
時
～
十
七
時
（
土
日
除
く
）

　
電
話
も
し
く
は
事
務
所
に
お
越

し
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
六
九
三－

三
〇
三
三

お知らせお知らせ

板野東部ファミリー・
サポート・センター交流会

おおおおおおおおおお芋芋芋芋芋芋芋芋芋芋堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀お芋堀りりりりりりりりりりり交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流会会会会会会会会会会交流会

　11月 9 日～15日は秋季全国火災予防運動期間となってい
ます。その一環として、板野西小学校の少年消防クラブ員が中
心となって、街頭ＰＲを行います。
　金管バンドの演奏と、少年消防クラブ員によるＰＲ物品の配
付で、皆さんに防火に対する意識を持ってもらいたいと考えて
います。
　ご協力をよろしくお願いします。

日　時　11月11日（火）　午後1時30分～2時30分

場　所　板野町犬伏字大坪
　　　　　ＪＡ板野郡松坂支所　野菜集出荷場
お問い合わせ　役場総務課　☎672－5980

秋の全国火災予防運動
街頭ＰＲを実施します
秋の全国火災予防運動
街頭ＰＲを実施します

　8月16日（土）、ポカリスエットスタジアムで板野町
民デーが開催されました。当日は、１２，０３４人もの人
が試合観戦を楽しみました。
　この日の対戦相手は横浜Ｆ・マリノス。上位チーム
相手にチャンスを活かしきれずに０－３で惜敗しまし
た。
　今シーズンの最終戦は、12月6日（土）のホームゲー
ム、ガンバ大阪戦です。最終戦までみんなで徳島ヴォ
ルティスを応援しましょう。

徳島ヴォルティス
町民デー

徳島ヴォルティス
町民デー

来
場
者
に
に
ん
じ
ん
ゼ
リ
ー
が

配
ら
れ
ま
し
た

◀

チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
し
て

さ
あ
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
！

◀

　徳島県内のお役立ち情報が満載の「徳島県民手帳」
の予約を受け付けています。
　定価は５００円です。１０月１７日（金）までに総務課ま
でお申し込みください。

　※県内有名書店、コンビニなどでも販売いたします。

　お問い合わせ　役場総務課　　　☎６７２－５９８０
　　　　　　　　徳島県統計協会　☎６２１－２１４３

平成２７年版

徳島県民手帳予約受付中！
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●個人情報が漏れているので削除してあげる？！

公的機関をかたって個人情報の削除を持ちかける詐欺にご注意！　
　消費生活センターや国民生活センターなどの公的機関をかたって、「あなたの個人情報が漏れているので、
削除してあげる。」などと電話をかけてきて、最終的にはお金をだまし取る詐欺が急増しています。複数の人
間が役回りを分担して消費者をだまそうとする「劇場型勧誘」も多くみられます。
（アドバイス）
・公的機関が「個人情報を削除してあげる」などと電話をすることは絶対にありません。個人情報の削除を
持ちかける電話がかかってきたら、相手にせずにすぐ電話を切ってください。
・８割強が６０歳以上の高齢者にかかってくるので、日頃から家族や身近な人による見守りが大切です。
・すぐに下記の消費生活相談所に相談してください。
　

●第４回「おさいふ学ミニ講座」
　　テーマ：省エネ・電気安全
　　日　時：１０月１７日（金）　午後１時３０分より
　　場　所：町民センター１階　多目的ホール（板野町大寺字亀山西１６９－５）
　　　　　　　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申し込みください。
　

８月の相談件数は３６件でした。

　
九
月
七
日
（
日
）、
い
た
の
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
放
課
後
子
供
教

室
に
参
加
し
て
い
る
町
内
三
小
学
校
三
～

六
年
生
児
童
十
五
名
が
、
会
場
を
訪
れ
た

お
客
様
に
お
菓
子
と
お
茶
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
為
に
、
月
一
回
の
練
習
と
夏

休
み
に
一
生
懸
命
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、「
初
め
は
緊
張
し
た

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。」
と
、
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

放
課
後
子
供
教
室

　「
子
ど
も
お
茶
席

「
子
ど
も
お
茶
席
」」

開
催

　7 月19日・ 8 月 9 日に社会教育事業の一環と
して、町内の児童対象に実施しました。
　町内陶芸クラブの皆さんに指導していただき
ながら、お皿・湯飲み・カップを、ろくろを回し
て粘土から絵付けまでの製作をし、自分だけの
オリジナル作品を作りました。
　出来上がった自分の作品を手に取った子ども
たちは、「お父さんと、お母さんにあげる。」「これ
で、ご飯食べる。」等とても喜んでいました。 板野町教育委員会　☎672－0136

◀はじめてのろくろは
　難しいけど楽しいです

出来上がった▶
オリジナル作品の数々　

夏休みに開催

「陶芸体験をしよう！」「「陶陶芸芸体体験験をををししよようう！」」「陶「陶「「「陶陶陶陶陶「陶「陶「陶芸体験をしよう！」
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
平
成
二
十
六
年
度
福
祉
手
当
支

給
追
加
申
請
※
を
受
付
て
い
ま

す
。

　
※
六
月
に
受
給
さ
れ
た
方
は
除

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

き
ま
す
。

釈
若

錫
錫

　
該
当
す
る
方
は
印
鑑
と
振
込
み

先
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
の
う
え
、
十
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
板
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現
在

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
及
び
本
町
に
住
民
登
録
さ
れ
引

き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る

方福
祉
手
当
支
給
該
当
者

《
身
体
障
が
い
者
（
児
）》

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級

を
お
持
ち
の
方

《
知
的
障
が
い
者
（
児
）》

　
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

《
精
神
障
が
い
者
》

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一

級
を
お
持
ち
の
方

《
ね
た
き
り
老
人
》

　
在
宅
に
お
い
て
一
年
以
上
ね
た

き
り
で
常
に
介
護
を
要
す
る
六
十

五
歳
以
上
の
方

（
担
当
地
区
の
民
生
委
員
の
証
明

が
必
要
で
す
）

《
母
子
・
父
子
家
庭
等
》

　
十
八
歳
未
満
の
方
で
、
父
又
は

母
が
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
方
等

（
詳
し
い
支
給
要
件
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

手
当
て
の
額

　
一
人
年
額
　
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　（
併
給
不
可
）

支
給
日
　
十
一
月
二
十
八
日（
金
）

支
給
方
法
　
口
座
振
込

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

福
祉
手
当
支
給
の
お
知
ら
せ

　
該
当
者
は
今
月
中
に
申
請
を

【 申  請  方  法 】
しん せい ほう ほう

　 歳  末 たすけあい 受  配  申  請 は、 本  人 （ 対 
さい まつ じゅ はい しん せい ほん にん たい

 象 
しょう

 者 ）または、その 保  護  者 、 同  居  家  族  等 からの 申  請 を 基  本 としますので、 徳 
しゃ ほ ご しゃ どう きょ か ぞく など しん せい き ほん とく

 島  県 
しま けん

 共 
きょう

 同  募  金  会  板  野 
どう ぼ きん かい いた の

 町 
ちょう

 支  会 
し かい

（ 板  野 
いた の

 町 
ちょう

 社  会  福  祉 
しゃ かい ふく し

 協 
きょう

 議  会 ）
ぎ かい

へ 印  鑑 を 持  参 のうえ
いん かん じ さん

 申  請 をしてください。
しん せい

※ 地  域 の 民  生  児  童  委  員 に 依  頼 して 申  請 するか、または、 福  祉  団  体 （あせび 家  族  会 、
ち いき みん せい じ どう い いん い らい しん せい ふく し だん たい か ぞく かい

 町 
ちょう

 身  体 
しん たい

 障 
しょう

 害 
がい

 者 
しゃ

 会 
かい

 等 ）への 加 
など か

 入 
にゅう

 者 は、
しゃ

 団  体 
だん たい

 長 
ちょう

へ 依  頼 して
い らい

 申  請 することもできます。
しん せい

　・ 歳  末  配  分  品 については、 歳  末  配  分  会  議 で 決  定 します。
さい まつ はい ぶん ひん さい まつ はい ぶん かい ぎ けっ てい

【 申  請 
しん せい

 締  切  日 】　　
しめ きり び

 平  成 ２６ 年 １０ 月 ３１ 日 （ 金  曜  日 ）まで
へい せい ねん がつ にち きん よう び

【 実  施  主  体 】　　　
じっ し しゅ たい

 徳  島  県 
とく しま けん

 共 
きょう

 同  募  金  会 
どう ぼ きん かい

 板  野 
いた の

 町 
ちょう

 支  会 （
し かい

 板  野 
いた の

 町 
ちょう

 社  会  福  祉 
しゃ かい ふく し

 協 
きょう

 議  会 ）
ぎ かい

【お 問 い 合 わせ】　
と あ

 板  野 
いた の

 町 
ちょう

 社  会 
しゃ かい

 福  祉 
ふく し

 協 
きょう

 議  会 （
ぎ かい

 町 
ちょう

 民 センター 内 ）
みん ない

　　　　　　　　 板  野 
いた の

 町 
ちょう

 大  寺  字  亀  山  西 １６９－５    ☎ ６７２－００５１　　FAX ６７２－５８９４
おお てら あざ かめ やま にし

＊ 独  居  老  人 であって、 年  齢 ７０ 歳  以 
どっ きょ ろう じん ねん れい さい い

 上 
じょう

の 者 （ 但 し、 同  一  敷  地  内 に 親  族  等 が 居 
もの ただ どう いつ しき ち ない しん ぞく など きょ

 住 
じゅう

する 場  合 は 除  外 します。）
ば あい じょ がい

＊ 寝 たきり 老  人 であって、 介  護  保  険 の 要  介  護 ５に 該  当 する 在  宅  者 。
ね ろう じん かい ご ほ けん よう かい ご がい とう ざい たく しゃ

＊ 身  体 
しん たい

 障 
しょう

がい 者 であって、
しゃ

 身  体 
しん たい

 障 
しょう

 害  者 
がい しゃ

 手 
て

 帳 の１
ちょう

 級 に
きゅう

 該  当 する
がい とう

 在  宅  者 。
ざい たく しゃ

＊ 知  的 
ち てき

 障 
しょう

がい 者 であって、
しゃ

 療 
りょう

 育  手 
いく て

 帳 のＡ（
ちょう

 重 
じゅう

 度 ）に 該  当 する 在  宅  者 。
ど がい とう ざい たく しゃ

＊ 精  神 
せい しん

 障 
しょう

がい 者 であって、 精  神 
しゃ せい しん

 障 
しょう

 害 
がい

 者  保  健  福  祉  手 
しゃ ほ けん ふく し て

 帳 の１
ちょう

 級 
きゅう

に 該  当 する
がい とう

 在  宅  者 。
ざい たく しゃ

＊ 母  子 ・ 父  子  家  庭 であって、 児  童  扶  養  手  当 を 受 
ぼ し ふ し か てい じ どう ふ よう て あて じゅ

 給 
きゅう

 中 
ちゅう

の 者 で、その 子 。
もの こ

　（ 年  齢 １８ 歳 となった 最  初 の３ 月 ３１ 日 までを 対 
ねん れい さい さい しょ がつ にち たい

 象 とします。）
しょう

 歳  末  配  分  該  当 
さい まつ はい ぶん がい とう

 者 
しゃ

は、 平  成 ２６ 年 ９
へい せい ねん

 月 
がつ

１ 日 （ 基 
にち き

 準 
じゅん

 日 ） 現  在 、 板  野 
び げん ざい いた の

 町 に
ちょう

 住 
じゅう

 民  登録 をしている
みん とうろく

 者 
もの

で、 歳  末 たすけあい 配  分  日 
さい まつ はい ぶん び

に 引 き 続 き 居 
ひ つづ きょ

 住 
じゅう

している 者 とし、
もの

 基 
き

 準 
じゅん

 日 
び

 以  後 に
い ご

 町 
ちょう

 外 へ 転 
がい てん

 出 
しゅつ

した 者 は 除  外 します。
もの じょ がい

　 歳  末 たすけあい 運  動 は、 新 たな 年 を 迎 える 時  期 に、 支  援 を 必  要 とする 人 たちが 地  域 で 安  心 して 暮 らすことができる
さい まつ うん どう あら とし むか じ き し えん ひつ よう ひと ち いき あん しん く

よう、 住 
じゅう

 民 の 参  加 や 理  解 を 得 て 福  祉  関  係  機  関 ・ 団  体  等 が
みん さん か り かい え ふく し かん けい き かん だん たい とう

 協 
きょう

 力 
りょく

し 様々 な 活  動 を
さまざま かつ どう

 重 
じゅう

 点  的 に 展  開 することを 目  的 として 実  施 す
てん てき てん かい もく てき じっ し

るものです。
【 配  分  品  受  配  該  当  者 （ 配  分 を 受 けられる 者 ）】
はい ぶん ひん じゅ はい がい とう しゃ はい ぶん う もの

 歳末 たすけあい 運動 のお 知 らせ
さいまつ うんどう し

（ 歳末 たすけあい 配分  事 
さいまつ はいぶん じ

 業 について）
ぎょう

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
水痘ワクチン予防接種について

４．接種料金
　無料
　
５．接種当日持参するもの
　予診票、母子健康手帳

　平成２６年１０月１日より水痘（水ぼうそう）ワクチンが定期の予防接種になりましたので、町では、
下記のとおり実施いたします。（平成２６年度中に限り経過措置として本来の定期接種よりも対象年
齢を拡大して実施いたします。）
※すでに水痘にかかったことが確実な方は対象外となります。
※任意接種として既に水痘ワクチンの接種を受けたことがある方は、既に接種した回数分の接種を
受けたものとします。（払い戻しはありません。）

　
１．対象者
　（定期）
　　１歳から３歳に至るまでの方（１歳の誕生日当日から３歳の誕生日の前日まで）
　　接種回数：２回
　（経過措置対象者）
　　３歳から５歳に至るまでの方（３歳の誕生日当日から５歳の誕生日の前日まで）
　　接種回数：１回
※生年月日によって平成２６年度中に定期接種として接種できる回数が異なります。個人通知している案内
文の裏面「生年月日別接種回数」でご確認のうえ、お間違いのないようお受けください。
　
２．接種期間
   平成２６年１０月１日～（経過措置は、平成２７年３月３１日まで）　
３．接種が受けられる医療機関
　　（町外のかかりつけの病院で接種を希望される方は、お問い合わせください。）釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

電　　話住　　所医療機関名
 ６７２－５１４８下　庄ファミリークリニックしんの
 ６７２－５６３０那　東近藤内科医院
 ６７２－０１７４大　寺竹本内科
 ６７２－６６１８羅　漢みやざき内科診療所

※予防接種は予約制とします。必ず、電話予約してから受診してください。
※接種時間は、各医療機関にお問い合わせください。
※２回目の接種を受ける場合、６か月から１２か月の間隔がお勧めですが、１回目から最
短でも３か月以上の間隔が必要です。

●お問い合わせ●
役場福祉保健課　健康相談室

（町民センター内）
☎672－5580

対戦チームキックオフ開催日節
ヴィッセル神戸１３：００１０／１８（土）第２８節

名古屋グランパス１９：００１０／２６（日）第３０節

J1J1徳島ヴォルティ徳島ヴォルティスス
ホームゲーム試合日程

鳴門大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
（鳴門総合運動公園陸上競技場）

　
申
請
期
限
が
十
一
月
四
日（
火
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済

み
で
な
い
対
象
の
方
は
、
早
急
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
課

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
係

　
☎
六
七
二－

五
九
八
四

子
育
て
世
帯
臨

子
育
て
世
帯
臨
時時

特
例
給
付

　
　
特
例
給
付
金金
のの

申
請
は

お
済
み
で
す
か
？
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入札結果をお知らせします
落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８８.８５%１,７５６,０８０円建設課明松建設㈲板野町大寺
河野宅の所

平成２６年度　町単独土木事業
舗装工事１

８９.００%９７０,９２０円建設課㈲幸神建設板野町川端
奥谷宅から高橋宅　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
舗装工事２

８９.３５%８９７,４８０円建設課㈱廣田組板野町唐園
市橋から西唐園橋

平成２６年度　町単独土木事業
舗装工事３

８８.４３%１,４６１,２４０円建設課㈲橋本土建板野町西中富
青い鳥から徳島青果

平成２６年度　町単独土木事業
舗装工事４

８９.２３%１,６４８,０８０円建設課小山建設㈲板野町吹田
黒川宅の所　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事５

８８.８８%２,２４６,４００円建設課三成建設㈱板野町吹田
東幼稚園の所　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事６

８６.０９%５,１４１,８８０円下水道課㈱吉岡組板野町犬伏平成２６年度　板野町公共下水道
大柳１工区舗装復旧工事７

８８.８２%１,７９３,８８０円教育委員会四国通建工事㈱板野町犬伏平成２６年度　健康の館舗装工事８

８８.９９%３,４３１,１６０円板野保育園㈱川内開発板野町大寺平成２６年度　板野保育園わかば保育園
排水整備（汚水）工事９

平成２６年８月６日入札

　板野町隣保館は、人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンター
として、教養・文化活動等地域住民の交流を図るために、教養講座を実施しています。
　受講を希望される方は、東公会堂（☎６７２－２０１６）・南公会堂（☎６７２－２０１１）・総合セ
ンター（☎６７２－３６６１）へお申し込みください。（各館に受講申請書の提出が必要です。）

一　般　教　養　講　座
備　　　　考時　　　　間開　催　曜　日講　座　名隣保館

教材費・検定代金１９：００～２１：００毎週（水曜日）書道
東
　
公
　
会
　
堂

１３：３０～１５：３０第１・２（金曜日）ドレス（洋裁）
月額　５，０００円１４：３０～１６：３０毎週（木曜日）

舞踊
場所：川端老人ルーム１９：３０～２１：３０第１・２（土曜日）
月額　３，０００円１５：００～１７：００毎週（土曜日）バレエ
６カ月　１５，０００円１９：００～２１：００第１・２・３（金曜日）社交ダンス
月額　２，０００円１０：００～１１：３０第１・３（水曜日）ハワイアンダンス
花代１回　１，０００円１９：３０～２１：００第３（水曜日）アレンジフラワー南

　公
　会
　堂

幼稚園児～小学校３年生まで１０：３０～１１：３０月１回（日曜日）リトミック
教材費・検定代金１０：００～１２：００第１・２・３（土曜日）書道
１回　３００円と米１合１０：００～第３（土曜日）料理

１３：００～１５：００第１・３（木曜日）健康総
合
セ
ン
タ
ー

材料代１４：３０～１７：００第１・２・３（木曜日）手芸
月額　１，０００円１０：００～１２：００第２・４（火曜日）舞踊

受講受講生生
再募再募集集

強化推進月間
 （11月・12月）

●お問い合わせ●
役場人権コミュニティ課
☎672－5988

　どんな場合でも暴力は、決して許されることで
はありません。相談は無料、秘密は守られます。
勇気を出してお電話ください。

「ストップ！ＤＶ」
強強強化化化推推進進進月月間間間

「ストップ！ＤＶ」
STOP! DV
徳島県中央こども女性相談センター

[毎日 9:00～ 22:00　年末年始は除く ]

☎652－5503／ 623－8110

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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第
三
十
三
回
　
徳
島
矯
正
展

☆
刑
務
所
内
参
観

　「
受
刑
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
い
る

の
？
」
一
年
に
一
度
の
矯
正
展
で
は
、
係
員
の
案
内
で

「
塀
の
内
側
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売

　
全
国
の
刑
務
所
で
受
刑
者
が
制
作
し
た
製
品
を
一
堂

に
展
示
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

☆
体
験
コ
ー
ナ
ー

　「
藍
染
め
」を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。「
ち
び
っ
子
刑
務
官
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
刑

務
官
に
変
身
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時

　
十
月
十
八
日
（
土
）

　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
　
所

　
徳
島
刑
務
所

　（
駐
車
場
約
三
百
台
）

お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　

　
徳
島
刑
務
所
　
作
業
　
　

　
　
☎
六
四
四－

〇
一
一
四

　
刑
務
所
作
業
製
品
を
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

ま
た
、
ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的

な
作
業
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

刑
者
の
社
会
復
帰
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意

見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政

運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
板
野
町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
週
間
に
先
立
ち
、

行
政
相
談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の

も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
所

日
　
時

　
十
月
八
日
（
水
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
　
所

　
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

担
　
当

　
行
政
相
談
委
員

　
　
鏡
　
和
博
さ
ん

　
　
金
城
　
啓
さ
ん

相
談
内
容
（
例
）

　
道
路
（
標
識
の
見
直
し
・
凸
凹
の
解
消
な
ど
）、
年

金（
年
金
記
録
の
確
認
・
年
金
の
受
給
手
続
き
な
ど
）、

窓
口
の
応
対
、
そ
の
他

ご相談はお気軽に

秋秋のの
行政相談週行政相談週間間

２０日～

２６日
１０月

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　
日
時
：
十
一
月
二
十
一
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

☎
六
二
六－

二
〇
八
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

　行政書士が、
　①官公庁に提出する書類
　②権利義務に関する書類
　③事実証明に関する書類の作成について

無料で相談に応じます。

　日時
　　10月27日（月）
　　午後２時から５時まで
　場所
　　町民センター２階　小会議室
　主催
　　徳島県行政書士会　徳島北部支部
　　担当　多田令修　☎６３７－５７７８

行政書士による
無料相談会のお知らせ
行政書士による

無料相談会のお知らせ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●
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東徳島医療センター附属看護学校　公開講座のご案内

１０月２４日（金）　午前１１時～１２時と　　き

国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校　第２教室
　板野町大寺字大向北１－１　☎ ６７２－４５３４　　FAX ６３７－５５０３と　こ　ろ

「今日から始める認知症予防！♥身体にいいこと♥頭にいいこと」テ　ー　マ

看護学校教員　牧本千代　西村麻紀講　　師

FAX又はハガキの方は、①住所　②連絡先　③氏名　④年代　⑤性別を記入し、「看護学校公開講座」
宛、１０月１７日（金）までにお申し込みください。
電話の方は、①～⑤をお伝えください。

申込方法

無料参 加 費

　認知症は、誰もが発症する可能性のある状態です。認知症予防に効果的な体操や知っておくと役立
つ知識について講座を開催します。
　また、当日は、学生祭を同時に開催し、バザー・健康チェック・お茶会・模擬店・学習成果の発表な
どを催しております。ぜひお越しください。

　
十
月
は
、
固
定
資
産
税
（
三

期
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
三
期
）
の
納
付
月
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
三

　今
月
の
納
税

納め忘れのないよう
注意しましょう。

納期限　10月31日

高松国税局からのお知らせ
源泉所得税事務集中処理センター室の設置について

　高松国税局では、平成２５年８月から源泉所得税事務の一層の効率化を図ることを目的として、高松国税局内に
「源泉所得税事務集中処理センター室」を設置し、管内の５税務署（徳島署、高松署、丸亀署、松山署及び高知
署）における源泉所得税事務のうち、納付照会ハガキの発送や電話による納付照会事務の一部について、集中処
理を行っていますが、平成２６年８月より新たに９税務署（鳴門署、阿南署、坂出署、観音寺署、今治署、宇和島
署、新居浜署、伊予西条署及び伊予三島署）を加えた全１４署について、集中処理を行います。

お問い合わせ　鳴門税務署　法人課税第一部門　☎６８５－４１０１（代表）

実施内容等

内　　　容　　　等項　目

１　名　　称　高松国税局源泉所得税事務集中処理センター室
２　所　在　地　高松市天神前２番１０号
　　　　　　　高松国税総合庁舎

名 称 等

１　納付照会ハガキの発送・整理
　　納付照会ハガキを発送し、回答結果を基に納付状況について整理等を行います。
２　電話による納付照会
　　納付照会ハガキに対し、未回答又は回答内容について確認等が必要な源泉徴収義務者への電話によ

る納付照会を行います。

事務の内容

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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詳しくは、県庁林業戦略課（☎621－2447）までお問い合わせください。

森 林 所 有 者 の 皆 様 へ

手続きの流れ手続きの流れ 条例の概要は、県のホームページに掲載しています

事前届出の内容事前届出の内容 届出用紙は県庁、各県民局、県のホームページから入手できます

売買等により権利を移転する場合の

が始まります。

事前届出制度の概要事前届出制度の概要
【届出が必要な契約】
　森林の売買、贈与、交換、地上権設定、地役権設定、賃借権設定、
　使用貸借の権利設定（相続は対象外です）
【届出者】
　森林の土地所有者など土地に関する権利を有する方
【対象地域】
　知事が指定する「森林管理重点地域」内の森林の土地（大字単位）
【森林管理重点地域】
　第 3 種地域：犬伏、 大坂、 川端、 黒谷、 那東、 松谷（１ha以上の取引が対象）
　また、下記の市町村の森林の全部または一部は対象地域に指定されます。
　　鳴門市、阿南市、吉野川市、阿波市、美馬市、三好市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、神山町、
　　上板町、那賀町、牟岐町、美波町、海陽町、つるぎ町、東みよし町
　　「森林管理重点地域」は、平成26年10月１日に案を告示し30日間の縦覧後指定されます。
【届出期日】
　契約を締結しようとする90日前まで（第 3 種地域）
【届出先】
　知事（最寄りの県民局林務担当部局に提出）

　①契約の当事者（譲渡人及び譲受人）の氏名、住所、電話番号、業種
　②契約に係る権利の種類及び期間、契約締結予定日、権利移転等予定日
　③土地の所在、登記地目、登記面積、実測面積
　④利用の現況及び所有権移転後の利用目的
添付書類
　①土地の所在を明らかにする図面
　②所有権等を有することを証する書類の写し

届出をしない、又は虚偽の届出をした場合は、５万円以下の過料が科されることがあります

11月からを移移転転すする場場合合の

ががが
事前届出制度事前届出制度

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●



いたの　すがお
2014年10月号

１８

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

国民年金保険料免除等の申請について

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障がいや死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基
礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」がありますので、住民
登録をしている市区役所または町村役場の国民年金担当窓口で手続きをしてください。申請書
は窓口に備え付けてあります。
　平成２６年度の免除等の受付は平成２６年７月１日から開始しており、平成２６年７月分から平成
２７年６月分までの期間を対象として審査をおこないます。
　また、今年４月から法律が改正されて、２年１カ月前の月分まで遡及して免除申請をするこ
とができます。失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘
れていたために未納期間を有している方等は、一度、役場住民課の国民年金窓口または徳島北
年金事務所へご相談ください。

国民年金のご相談・手続き等については、役場住民課（☎６７２－５９８４）、
または徳島北年金事務所（☎６５５－０９２０）までお問い合わせください。

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く

じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
数
は
、
全
国
で
二
十
三
万
三
千
八
百
人

で
す
（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
全
体
に
占
め

る
割
合
は
、
約
四
四
五
人
に
一
人
）。

　
平
成
二
十
七
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
十
一
月
中

旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知

（
名
簿
記
載
通
知
）を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
通
知
は
、
来
年
二
月
こ
ろ
か
ら
平
成
二

十
八
年
二
月
こ
ろ
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で

は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、

裁
判
員
候
補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把

握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ

り
、
一
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認

め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁

判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
の
で
、

お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方

は
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間

等
に
何
ら
か
の
制
限
を
設
け
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候

補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る
質
問

票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と

も
、裁
判
の
当
日（
選
任
手
続
時
）に
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
　
～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
～

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き

る
ま
で

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通

知
に
つ
い
て

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶



いたの　すがお
2014年10月号

１９

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎672－3333）へお気軽にお問い合わせください。

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

1110987610／5

Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

グラウンド・ゴルフ
弓道教室

楽しいテニスサークル
弓道体験教室

バウンドテニス
チャレンジ５５
スマイル健康講座

グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
エアロビクス教室
バドサークル

弓道教室

18171615141312

Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

グラウンド・ゴルフ
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

25242322212019
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
ファミリースポーツ教室
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
バドサークル
元気スポーツ教室

弓道教室

11／1313029282726
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

中学校新人バスケットボール大会会場のため
アリーナの使用はできません

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

中学校新人
バスケットボール
大会会場のため
アリーナの使用
はできません

ＪＡ板野郡展示販売のため
アリーナは使用できません

ＪＡ板野郡展
示販売のため
アリーナは使
用できません

町老連
体力テスト
実施のため
アリーナは使用
はできません

秋季選手権大会
（カローリング）

外部団体への貸し出しのため
アリーナの使用はできません

老人会運動会のため
アリーナの使用はできません青少年健全育成

（長縄飛び・
カローリング大会）

　
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
い
た
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
プ
チ
☆
チ
ア
ダ
ン
ス
の
子
ど
も

た
ち
が
出
場
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
で
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
健
康
の
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
百
名
を
超
え
る
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
も
た
い
へ
ん
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
で
さ
わ
や
か
チ
ー
ム

（
福
原
さ
ん
・
仲
野
さ
ん
・
松
崎
さ
ん
）
が
百
二
十
チ
ー
ム
中
十
一
位
に
入

賞
し
、
毎
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
の
館
　
板
野
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
六
七
二－

三
三
三
三

イベント
報告
イベント
報告

いいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののののの
子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももも
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ババババババババババババババババ

い
た
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル

九
月
七
日（
日
）

健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
のののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ババババババババババババババババ

健
康
の
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル

九
月
十
三
日（
土
）・
十
四
日（
日
）

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
カカカカカカカカカカカカカカカカ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププププ
出出出出出出出出出出出出出出出出

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
出
場場場場場場場場場場場場場場場場場

九
月
七
日（
日
）



いたの　すがお
2014年10月号

２０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年

三
月
、 越
  後
 （
新
潟
）
の
生
ん
だ

え
ち
 ご

 吉
  田
  東
  伍
 文
学
博
士
 垂
  生
 の
大
著

よ
し
 だ
 と
う
 ご
 

す
い
 せ
い

『
大
日
本
地
名
辞
書
』（
冨
山
房
刊
）

全
七
巻
が
、出
版
さ
れ
は
じ
め
た
。

　
こ
の
大
著
は
日
本
の
地
誌
で
、

一
巻
が
総
論
、以
下
二
巻
 上
  方
 、三

か
み
 が
た

巻
中
、
四
、
西
国
、
四
巻
北
、
東

国
、
五
巻
坂
東
、
六
巻
 奥
  羽
 、
七

お
う
 う

巻
北
海
道
、 樺
  太
 、
琉
球（
沖
縄
）、

か
ら
 ふ
と

台
湾
の
配
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
吉
田
博
士
は
、
元
治
元
（
一
八

六
四
）
年
に
生
ま
れ
、
明
治
大
正

期
に
活
躍
し
た
 不
  世
 

ふ
 せ
い

 出
 の
歴
史
地

し
ゆ
つ

理
学
者
だ
。
独
学
で
苦
学
を
し
、

小
学
校
の
先
生
か
ら
転
職
し
、
北

海
道
へ
渡
り
 鮭
 漁
業
に
従
事
し
、

さ
け

そ
の
間
歴
史
の
研
究
を
続
け
て
い

た
。
そ
の
後
読
売
新
聞
社
を
へ

て
、
東
京
専
門
学
校
講
師
、
さ
ら

に
 早
  稲
  田
 大
学
教
授
と
な
り
、
そ

わ
 
せ
 
だ

の
生
涯
に
わ
た
り
、
ひ
と
り
で
全

国
を
め
ぐ
り
、
こ
の
大
著
を
完
成

さ
せ
た
。

　
今
か
ら
百
十
年
余
り
前
に
出
版

さ
れ
た
、
こ
の
日
本
の
地
名
辞
書

か
ら
、
か
つ
て
の
わ
が
 故
  郷
 

ふ
る
 さ
と

の
 面
  影
 を
 偲
 ん
で
み
た
い
。

お
も
 か
げ
 

し
の

　
地
名
辞
書
で
は
、
現
在
の

板
野
町
に
か
か
わ
り
の
あ
る

七
項
目
の
地
名
を
と
り
あ
げ

る
。

　
―
 板
  西
 　
中
世
本
郡
の
西

ば
ん
 ざ
い

部
を
 分
 ち
、
坂
西
郡
と
 云
 

わ
か
 

い

ふ
、
今
大
寺
村
川
端
村
な
ど

を
合
同
し
て
、
板
西
村
と
 臼
 
い

ふ
、 古
 
い
に
し
え

の
坂
西
郡
は
 尚
 以
西

な
お

の
地
を
 指
 せ
る
が
ご
と
し
、

さ

南
海
流
浪
記
に
坂
東
郡
大
寺
と
あ

り
、 然
 れ
ど
も
、
平
家
物
語
に
見

し
か

ゆ
る
坂
西
の
住
人
近
藤
 六
  親
 家
の

ろ
く
 ち
か

 宅
  址
 は
 臼
  井
 に
在
り
、
臼
井

た
く
 し
 

う
す
 い

 即
 川
す
な
わ
ち

端
村
な
れ
ば
、
流
浪
記
の
坂
東
郡

大
寺
と
 云
 ふ
は

い

 誤
 れ
る
に
や
。

あ
や
ま

　
か
つ
て
板
野
郡
は
、
四
国
八
十

八
ヶ
所
三
番
札
所
金
泉
寺
の
門
前

か
ら
、
南
に
向
か
う
道
路
を
も
っ

て
、
板
西
、
板
東
郡
の
境
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
辞
書

の
表
現
と
な
っ
た
も
の
か
。
板
野

町
「
川
端
」
を
、 古
 
い
に
し
え

は
「
 臼
  井
 」

う
す
 い

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
―
 大
  唐
  國
 寺
　
坂
西
村
大
字
川

だ
い
 た
う
 ご
く

端
あ
り
、 塩
  
 祠
 を
 鎮
  守
 と
す
、

え
ん
 

し
 

ち
ん
 じ
ゆ

 此
  地
 

こ
の
 ち

 盖
 
け
だ
し

 百
済
 氏
の
旧
居
に
し
て
、

く
だ
ら

 此
 寺
 亦
  其
  建
  置
 す
る
所
と
ぞ
、

こ
の
 

ま
た
 そ
の
 け
ん
 ち

 寺
 
て
ら
の

 背
 に
大
唐
谷
の
 字
 あ
り
、
又
 此
 村

せ
 

あ
ざ
 

こ
の

に
古
墓
の
 石
  槨
 あ
り
、
今
 祀
 り
て

せ
つ
 か
く
 

ま
つ

若
宮
と
 稱
 す
。（
阿
波
志
）

し
よ
う

　
川
端
の
大
唐
国
寺
は
、
か
つ
て

江
戸
期
藩
 編
  纂
 の
阿
波
の
地
誌

へ
ん
 さ
ん

『
阿
波
志
』
を
、
そ
の
ま
ま
辞
書
は

引
用
し
て
い
る
。

　
―
 大
  坂
 山
　
板
西
村
の
北
に
聳

お
ほ
 さ
か

ゆ
、 中
  山
 と
も
 臼
 ふ
、
大
寺
よ
り

な
か
 や
ま
 

い

げ
ん

登
る
、
一
里
に
し
て
、
大
字
大
坂

あ
り
、 絶
  嶺
 を
過
ぎ
、
二
里
に
し

ぜ
つ
 れ
い

て
讃
州
引
田
浦
に
達
す
、
古
よ
り

阿
讃
の
通
路
と
す
。

　
大
坂
山
は
 讃
  岐
 と
の
交
通
の
要

さ
ぬ
 き

衝
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
―
 山
 
や
ま
の

 下
 郷
　
和
名
抄
、
板
野
郡

し
た

山
下
郷
（
略
）
今
 詳
 な
ら
ず
、
疑

つ
ま
び
ら
か

ふ
ら
く
は
大
坂
山
の
下
な
る
里
に

て
、
今
の
板
西
村
よ
り
松
坂
村

（
矢
武
）
榮
村
（
下
庄
）
な
ど
を
指

せ
る
古
名
に
や
あ
ら
ん
、 徴
 
ち
よ
う

 證
 に
し
よ
う

乏
し
け
れ
ど
録
し
て
 此
 に
 係
 ぐ
。

こ
こ
 

か
か

　
辞
書
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
板
野

町
一
円
が
、「
 山
 
や
ま
の

 下
 郷
」
と
も
呼
ば

し
た

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
―
 犬
  伏
 　
今
松
坂
村
と
改
む
、

い
ぬ
 ぶ
し

板
西
村
大
寺
 驛
 に
西
に
接
す
、
こ

え
き

の
村
の
迦
葉
谷
と
い
ふ
小
所
の
山

中
に
釋
迦
堂
の
 廃
  趾
 と
云
へ
る
あ

は
い
 し

り
、
古
は
 伽
  藍
 あ
り
し
と
 云
  傅
 

が
 
ら
ん
 

い
い
 つ
た

ふ
、
時
代
考
ふ
る
に
由
な
し
、
其

瓦
は
横
 亘
 り
六
寸
三
分
 堅
  長
 八
寸

わ
た
 

た
て
 な
が

 厚
 五
分
、
楷
書
十
七
字
八
行
兩
面

あ
つ
さに

 彫
 る
、 扁
  平
 に
し
て
 屋
 

ほ
 

へ
ん
 ぺ
い
 

や
ね

 瓦
 
が
わ
ら

に
 非
 
あ
ら

ず
、
さ
れ
ど
 全
 
ま
つ
た

き
は
今
 得
  難
 し
、

え
 が
た

 其
  質
  嫩
 

そ
の
 し
つ
 ど
ん

 柔
 （
し
な
や
か
）
に
し
て
、

じ
ゆ
う

俗
に
も
ち
瓦
と
 云
 へ
る

い

 類
 
た
ぐ
い

の
 如
 く
ご
と

に
し
て
、 形
 
か
た
ち

 方
 
し

 
 磚
 
か
は
ら

に
 似
 て
、
兩

に

面
に
 法
  華
 

ほ
つ
 け

 經
 
き
よ
う

を
 鐫
  刻
 （
彫
刻
）
す
、

せ
ん
 こ
く

 書
  體
 

し
よ
 た
い

 甚
 
は
な
は
だ

 精
 
せ
い

 妙
 に
し
て
多
賀
城
の

み
よ
う

 碑
  銘
 に
 髣
  髴
 （
そ
っ
く
り
）
た
り
、

ひ
 め
い
 

ほ
う
 ふ
つ

 端
  楷
 （正
し
い
字
格
）絶
妙
に
し
て

た
ん
 か
い

二
王
に
 劣
 ら
ず
、
小
片
の

お
と

 毀
 
こ
わ
れ

 瓦
 と
が
わ
ら

 云
 え
ど
も
、

い

 悉
 
こ
と
ご
と

く
文
字
あ
り
、 大
 
た
い

 抵
  一
  體
 の
書
風
に
し
て

て
い
 い
つ
 た
い

 聊
 
い
さ
さ
か

 異
 な
る

こ
と

も
あ
り
、
文
字
 磨
  滅
 し
た
る
も
多

ま
 め
つ

く
し
て
 讀
 か
た
し
。（
考
古
雑
志
）

よ
み

　
犬
伏
は
蔵
佐
谷
旧
釈
迦
堂
の
瓦

経
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
当

時
か
ら
有
名
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

  ―
 矢
  武
 　
板
西
村
の
西
に
接

や
 
た
け

す
、
今
 松
  坂
 村
と
 改
 む
、
五
百
羅

ま
つ
 ざ
か
 

あ
ら
た

漢
堂
あ
り
、 舊
  名
 （
古
い
名
）
を

き
ゆ
う
 め
い

 福
  聚
  寺
 と
 云
 ふ
。
矢
武
の
 荘
  嚴
  院
 

ふ
く
 じ
ゆ
 じ
 

い
 

そ
う
 ご
ん
 い
ん

地
蔵
寺
、 此
  山
 に
往
古
（
む
か
し
）

こ
の
 や
ま

よ
り
羅
漢
原
と
て
あ
り
け
る
、
去

る
 寶
  暦
 の
頃
よ
り
願
主
あ
り
て
 檀
 

ほ
う
 れ
き
 

だ
ん

 信
 （
信
徒
）
を
十
方
に
も
と
め
、

し
ん日

な
ら
ず
し
て
廣
大
の
 精
 
し
よ
う

 舎
 を
創

じ
や

建
せ
り
。（
阿
波
志
名
所
 圖
  會
 ）

ず
 
え

　
矢
武
で
は
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

五
番
札
所
地
蔵
寺
が
、
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

き

堤
　
高
数

其
の 

四
十
三

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
故
郷
の
昔
を
偲

『
大
日
本
地
名
辞
書
』 故
郷
 の
昔
を
 偲
 ぶぶ

ふ
る
さ
と
 

し
の

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

吉田博士の  『大日本地名辞書』



いたの　すがお
2014年10月号

２１

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２6
年
9
月
25
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
招き猫

彩りギャラリー
10月は“北海道・夏山の花の写真”です。

平成２6年10月22日（水） 午前１０時～

　彩りの舘では、「彩りギャラリー」の
コーナーにおいて毎月様々な作品を展
示し、皆様のお越しをお待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所
白糸、針、はさみ用意する物

彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△　4　6,6461,6971,2413,708男

△15　7,2211,7631,3694,089女

△19　13,8673,4602,6107,797合　計

△　3　5,5431,2991,0313,213世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

日
　

下
　

イ

チ

子

和

智

義

則

佐

野

勝

俊

佐

野

儀

樹

原

田

久

子

河

野

清

子

藤

本

政

見

安
 

　

忠

石
　

川
　

コ

ユ

キ

黒

田

美

江

佐

藤

竹

男

楠
　

昭

治

年
　
　
齢

　９２　６５　８０　７９　９５　９２　７５　８６　８７　９４　８４　８５

住
　
　
所

川
　
　
端

川
　
　
端

下
　
　
庄

大
　
　
寺

吹
　
　
田

吹
　
　
田

川
　
　
端

吹
　
　
田

大
　
　
寺

羅
　
　
漢

西
　中
　富

大
　
　
寺

親
　
の
　
氏
　
名

林
　
　
　
誠
　
一
　
・
　
沙
也
加

中
　
村
　
遼
　
介
　
・
　
麻
　
依

市
　
原
　
慎
太
郎
　
・
　
　
愛
　

子
　の
　名

 暁
 
キ
ョ
ウ

 凪
 　
 咲
 

ナ
ギ
 

サ

 結
 　
 愛
 

ユ
 

ア

住
　
　
所

中
久
保

大
　
寺

大
　
寺

性
　別

女女女

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

有
　
待
　
裕
　
気

住
　
　
所

大
　
　
寺

妻
　
の
　
氏
　
名

工
　
藤
　
い
づ
み

住
　
　
所

大
　
　
寺

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす



いたの　すがお
2014年10月号

２２

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１０

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１1

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日日月火水木金土日月火水木

行
　
事
/
事
　
業

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

寒
露

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

股
関
節
脱
臼
検
診
・
離
乳
食
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
０
時
　
分
～
１
時

４５

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

体
育
の
日

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
　
分
～
　
時
 

３０

１１

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
田
園
パ
ー
ク
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
） 
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

３
歳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

日123456789　10
曜
日土日月火水木金土日月

行
　
事
/
事
　
業

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

　
　
　
　
　
　
　
　（
芸
能
祭
）
午
後
０
時
　
分
開
演

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

文
化
の
日

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

立
冬

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
予
選
会
　
受
付
午
前
　
時
（
開
会
午
前
　
時
　
分
）

６０

１１

１１

４５

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」　
開
演
午
前
　
時
　
分
（
開
場
午
前
　
時
）

６０

１１

４５

１１

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時Ca
le
nd
ar

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



いたの　すがお
2014年10月号

２３

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31
曜
日金土日月火水木金土日月火水木金

行
　
事
/
事
　
業

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　
午
後
１
時
～

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

霜
降

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
　
時
１０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

し
あ
わ
せ
の
里
ま
つ
り
（
板
野
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）　
午
前
　
時
～

１０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　
午
後
７
時
～

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
腸
が
ん
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
　
分
～
　
時
 

３０

１１

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月10　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日日月火水木金土日月火水木金土日月火水木

病
院
名

高
田
整
形
外
科
病
院

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
松
泌
尿
器
科

竹

本

内

科

井

上

病

院

き
は
ら
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

浦

田

病

院

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

三

愛

内

科

福

島

内

科

新

野

医

院

近
藤
内
科
医
院

近
藤
外
科
内
科

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の

み
や
ざ
き
内
科

診

療

所

井

内

内

科

野
田
（
泰
）
医
院

住
所
/
電
話
番
号

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

藍
住
町

6
9
3－

3
0
2
0

藍
住
町

6
9
2－

1
2
7
7

板
野
町

6
7
2－

0
1
7
4

板
野
町

6
7
2－

1
1
8
5

藍
住
町

6
9
3－

0
0
8
7

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

板
野
町

6
7
2－

0
1
7
6

板
野
町

6
7
2－

4
9
7
0

板
野
町

6
7
2－

0
5
7
1

板
野
町

6
7
2－

5
6
3
0

藍
住
町

6
9
3－

1
1
8
8

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

板
野
町

6
7
2－

5
1
4
8

板
野
町

6
7
2－

6
6
1
8

上
板
町

6
9
4－

5
3
5
3

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
9
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曜
日金土日月火水木金土日月火水木金土日月

病
院
名

堀
口
整
形
外
科

こ
や
ま
小
児
科
・
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

友

成

医

院

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

浦

田

病

院

大
久
保
内
科

野
田
（
五
）
医
院

芳

川

病

院

井

上

医

院

春
藤
内
科
胃
腸
科

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ま
だ
眼
科

住
所
/
電
話
番
号

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

藍
住
町

6
3
7－

3
2
1
1

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

藍
住
町

6
9
2－

1
2
2
0

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
8

松
茂
町

6
9
9－

5
3
5
5

松
茂
町

6
9
9－

8
0
7
0

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



いたの　すがお
2014年10月号

２４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

菜
園
活
動
を
通
し
て

板
野
わ
か
ば
保
育
園

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　
食
欲
の
秋
、
本
園
で
は
生
活
や

遊
び
の
中
で
食
に
か
か
わ
る
体

験
を
積
み
重
ね
、
食
べ
る
こ
と
を

楽
し
み
、
健
康
な
子
ど
も
に
育
て

る
こ
と
を
目
標
に
食
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
菜
園
活
動
を
通
し
、
生
長

す
る
喜
び
、
収
穫
す
る
感
動
、
収

穫
し
た
作
物
を
新
鮮
な
う

ち
に
給
食
で
味
わ
い
、
食
す

る
楽
し
み
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
日
の
食
事
の
参
考
に
と

給
食
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
保
護
者
が
迎

え
に
来
て
く
れ
る
と
、「
お

い
し
か
っ
た
よ
」「
い
っ
ぱ

い
た
べ
た
よ
」
等
と
二
歳
児

は
言
葉
で
、
一
歳
児
は
指
差

し
得
意
気
な
表
情
で
、
給
食

の
様
子
を
伝
え
、
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
稲
や
レ
ン
コ

ン
の
収
穫
期
を
迎
え
、
お
に

ぎ
り
や
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ
ス
等

に
し
て
も
ら
っ
て
、
実
り
の
秋
を

五
感
で
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
味
覚
豊
か
で
、
健
康

な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
つ
つ
、
食
育
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、カ
レ
ー
た
べ
た
よ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
十
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
 
百
田
　
尚
樹
／
著

笹
の
舟
で
海
を
わ
た
る
 角
田
　
光
代
／
著

ア
イ
ネ
　
ク
ラ
イ
ネ
　
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

 

伊
坂
幸
太
郎
／
著

一
人
っ
子
同
盟
 

重
松
　
　
清
／
著

き
ょ
う
の
で
き
ご
と
、
十
年
後
 

 

柴
崎
　
友
香
／
著

歌
舞
伎
町
ダ
ム
ド
 

誉
田
　
哲
也
／
著

侵
入
者
　
自
称
小
説
家
 
折
原
　
　
一
／
著

繁
栄
の
昭
和
 

筒
井
　
康
隆
／
著

群
青
の
ダ
ン
デ
ム
 

長
岡
　
弘
樹
／
著

に
じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
 
小
川
　
　
糸
／
著

近
所
の
犬
 

姫
野
カ
オ
ル
コ
／
著

希
望
の
牧
場
 

森
　
　
絵
都
／
作

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や
さ
ん

 

な
か
や
　
み
わ
／
作
・
絵

４
ひ
き
の
　
り
っ
ぱ
な
こ
ぐ
ま

 

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
／
作
・
絵

世
界
は
宝
物
で
い
っ
ぱ
い
！

 

岡
田
貴
久
子
／
作

○
ま
る
か
い
て
ピ
ョ
ン

 

舟
崎
　
克
彦
／
作
・
絵

だ
い
す
き
、
で
も
、
ゆ
め
み
て
る

 

二
宮
由
紀
子
／
作

ユ
キ
コ
ち
ゃ
ん
の
し
か
え
し

 

星
　
　
新
一
／
作

ミ
リ
ー
・
モ
リ
ー
・
マ
ン
デ
ー
と
　
と
も
だ
ち

 

ジ
ョ
イ
ス
・
L
・
ブ
リ
ス
リ
ー
／
作

「
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
」

 

さ
だ
ま
さ
し
／
著

　
ラ
ジ
オ
局
に
入
社
し
て
四
年
目
の
新

米
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
寺
島
尚
人
は
、
あ

る
日
、
聴
取
〇
％
台
の
誰
も
聴
い
て
い

な
い
深
夜
放
送
の
大
改
革
に
名
乗
り
を

あ
げ
て
し
ま
う
。
新
米
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
青
臭
い
情
熱
が
、
ラ
ジ
オ
局
の
人
々

を
動
か
し
、
団
結
さ
せ
て
い
く
。「
ラ

ス
ト
レ
タ
ー
」
と
い
う
企
画
が
目
玉

コ
ー
ナ
ー
と
な
る
の
だ
が
…
。
ラ
ジ
オ

局
で
働
く
仲
間
た
ち
を
め
ぐ
る
、
愉
快

で
心
温
ま
る
物
語
。

　「ト
ラ
ネ
コ
と
　
ク
ロ
ネ
コ
」

 

宮
西
　
達
也
／
作
・
絵

　
野
原
で
桃
を
見
つ
け
て
、
と
り
あ
い
を

は
じ
め
た
ト
ラ
ネ
コ
の
た
ま
と
、
ク
ロ
ネ

コ
の
ブ
ル
ー
ス
。
自
慢
し
あ
い
っ
こ
し
た

り
、
お
互
い
苦
手
な
こ
と
を
ち
く
ち
く
と

責
め
あ
う
、
た
ま
と
ブ
ル
ー
ス
。
最
後
に

は
か
け
っ
こ
で
勝
負
を
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
…
…
。
勝
負
の
お
話
だ
け
で
終

わ
ら
な
い
の
が
、
み
や
に
し
ワ
ー
ル
ド
。

10月・11月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護

デ
ー
」
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、

日
々
の
生
活
の
中
で
目
を
酷
使

す
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
液
晶
画
面
を
長
時
間
見
て
い

る
と
ま
ば
た
き
の
回
数
が
少
な

く
な
り
、
疲
れ
目
や
か
す
み

目
、
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
液
晶
画
面
を
長
時
間
見
る
と

き
に
は
、
適
度
に
休
憩
を
と

り
、
目
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

№
223

文
化
の
館
だ
よ
り

11 月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

30

10 月
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726

  い
っ
ぱ
い
、と
れ
た
よ


